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血糖測定器の進化
最初は、「間歇スキャン式持続血糖測定器」である
FreeStyleリブレ®の進化です。2024年に新型リブレ®２ 
が登場し、多くの患者さんが使用しています。リブレ®

は、グルコース値を連続的に測定することで、血糖の
動きを“線”として可視化できる機能を持っていま
す。この機能により、患者さんがご自身で食事や運
動が血糖値に与える影響をより深く理解し、治療の
質を向上させることが可能となりました。さらにリ
ブレ®2では、専用アプリを利用することで8時間お
きのスキャンが不要となり、使いやすさが大きく向
上しています。

インスリンポンプの進化
次に、1型糖尿病の治療に使用するインスリンポンプ

の性能向上についてです。2021年当時、当院ではミニ
メド®640Gインスリンポンプを使用していました。この
機種は、低血糖を予測して基礎インスリンの注入を自動
で一時停止する機能を備えており、低血糖の予防に役
立っていました。2024年から導入したミニメド® 780G
インスリンポンプは、低血糖だけでなく高血糖も予防・
抑制する機能を備えており、大きな進化を遂げていま
す。このポンプの登場により、インスリン分泌能がほとん
ど失われている患者さんの血糖管理が改善され、生活
の質が向上しています。

新薬の登場と将来への期待
治療薬の分野でも注目すべき進展があります。2025
年1月に世界初となる週1回投与型の持効型溶解イン
スリンアナログ製剤が使用可能となりました。これによ
り、糖尿病治療の選択肢はさらに広がり、患者さんやご
家族にとってより効果的で負担の少ない治療が期待さ
れます。患者さんやそのご家族に治療内容を丁寧にご
説明し、ご納得いただいた上で最適な治療を進められ
るよう、引き続き努めてまいります。
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2023年12月、当院において内視鏡手術支援
ロボット ダヴィンチXiを導入させていただき、現在
まで泌尿器科や消化器外科を中心にダヴィンチを
使用した手術を行っています。日本においては
まず、泌尿器科領域で保険収載され、その後消化
器領域、呼吸器領域、心臓血管外科領域、産婦人
科領域、頭頚部領域などに保険適応が拡大されて
います。ダヴィンチのシステムの構成ですが、実際
に患者さんの体内に挿入される鉗子や内視鏡など
を装着する4本のロボットアームを有するペイシェ
ントカート、術者が見ている画像を映し出し、電気
メスの出力を行うビジョンカート、術野を立体的に
見渡せるモニターやロボットアームを操るためのコン
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トローラーを有するサージョンコンソールに分かれ
ます。執刀医の操作台であるサージョンコンソール
から遠隔操作でロボットアームに装着された先端の
道具を動かして手術を行います。ダヴィンチ手術の
特徴をですが、① 鮮明な高画質で立体的な3D
ハイビジョンシステムで画像を確認しながら手術を
行うことができます。高精細な画像は組織の細か
い構造や配置を適切に把握することができるため、
開腹手術や今までの腹腔鏡手術に比べ、より安全
な手術を行うことができます。 ② 鉗子の先端は
人間の手のように多くの関節を有し、鉗子が自由に
曲がることも大きな特徴です。これに加え、手振れ
防止機構があるため鉗子の手振れがございませ
ん。また、手の動きと鉗子の動きの比率を調整でき
るため精密な動きが可能となります。ダヴィンチ手
術により、痛みの軽減などによる低侵襲性、合併症
の軽減や出血量の減少などの安全性、繊細かつ正
確な切除による根治性改善、手術前と同等の機能
保持を目指した機能温存性を向上させ、早期の
社会復帰、長期的な予後の改善やQOLの向上を
目指せるのではないかと考えられます。

糖尿病診療における最近の話題
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